
神戸大学 介護支援セミナー（2018.02.22）アンケート集計 

 

参加者 22 名、アンケート回答者 18 名 

Q1. 所属、職位をご記入ください。  

教員 職員 無記載  

2 13（他 1） 3  

 

Q2. セミナーの時間の長さはいかがでしたか。 

長かった ちょうどよい 短かった 無記載 

2 15 0 1 

 

Q3-1「あまり参考にならなかった」と答えた方にお聞きします。どのような点が参考になら

なかったでしょうか。 

 資料を読めばわかる内容だったから。裁量労働制の職員には関わりのない話も多かった。 

 

 

Q4.「遠距離介護・自宅介護について」はわかりやすかったですか。 

とても参考になった 参考になった 
あまり参考にならな

かった 

 

2 15 1  

 

Q4-1「あまり参考にならなかった」と答えた方にお聞きします。どのような点が参考になら

なかったでしょうか。 

【無し】 

 

Q5.今後、同様の介護セミナーを開催してほしいですか。 

開催を希望する 開催を希望しない   

18 0   

 

Q5-1 開催希望の場合は、聞きたい内容や希望の開催時期等がありましたらお書きください。 

 遠距離介護のノウハウ、呼び寄せの事例など 

 今回の神戸大学の介護支援制度と、介護支援セミナーでは省略した部分の内容を聞きた

いです。 

 多々ある介護サービスの内容について詳しく、もう少し長い時間でも良いと思います。 

 ケースごとの事例、利用できるサービス（有名でないもの） 

 関西エリアの地域包括支援センターについて、教えていただきたいと思います。 

 神戸大学で、実際、介護休業を取った事のある方から話を聞いてみたい。できれば遠方介



護の方。 

 これまで相談を受けてこられた具体例と、その対応策を出来る限り今後の参考として聞

きたいです。 

 年度末以外の仕事に融通が利きやすい時期に、開催を希望します。 

 介護度の診断を受けた後の話をもう少し聞きたかった。 

 要支援の家族（一人暮らし、脳梗塞２回）を遠距離で支えなければなりません。要支援の

家族の支え方（働き方）を知りたいです。夕方の時間での開催を希望します。 

 

最後に、本セミナーに対するご意見、男女共同参画推進室に対する要望等ありましたらご自

由にお書きください。 

 いざという時に、どうしたらよいのか不安に思いながらも、今まで目を背けてきた内容

についてのお話をしていただけて、とてもありがたかったです。 

また遠距離介護について知れる機会を提供していただけるとありがたいです。 

 知らない情報や事例をたくさん知ることができ、非常に有意義なセミナーでした。これ

らの情報をまとめて、参加していない教職員も見れるような WEB ページを作られてはど

うでしょうか。 

 良い機会となり、ありがとうございました。Q&A がわかりやすかったかと思います。 

 子育て支援セミナーの開催を希望します。就学前や小学３年生までの、子の育児に対す

る支援は神戸大学でも有りますが、４年生以上になると支援がない。子が複数名いると、

子の学校行事で年休をとることが多いので、特別休暇があると嬉しいです。 

 また具体的な介護は起こっていませんが、なかなか介護について考えるチャンスが無か

ったので、プランニングや資金についての考え方など「いざ」という時の為のヒントにな

りました。ありがとうございました。 

 まだ関係のない若い人も、早いうちから知識として知っておくべきだと思いました。こ

れからも、こういったセミナーを開催して頂きたいと思います。 

 お金の事は良く考えておかなければいけないと、再認識しました。ありがとうございま

した。 

 親（６０歳）は、まだまだ元気だと思っていて、介護の制度は全く無知だったので、すご

く勉強になりました。 

 たいへん勉強になりました。ありがとうございます。 

 


